
前橋市都市計画審議会議事録 
件  名 内    容 

審議会名 第７３回前橋市都市計画審議会 

開催日時 令和７年８月１９日（火） 午後２時００分～午後３時３０分 

会議場所 本庁舎１１階 北会議室 

出 席 者 【委員】 

紺会長、小曽根会長職務代理者、石川委員、矢端委員、萩原委員、眞庭委員、

石黒委員、吉田委員、堤委員、小渕委員、新井委員、杉﨑委員（代理：渡邊

様）、鈴木委員、堀越委員（代理：三森様）、澁澤委員、関口委員、大﨑委員、

阿久津委員、神田委員 

【幹事】 

阿左美未来創造部長、木村財務部長、金田建設部長、茂木水道局長 

【事務局】 

川合都市計画部長、五十嵐都市計画課長、塩野課長補佐、酒井副主幹、鵜飼

副主幹、武井主事 

欠 席 者 西村委員 

議  題 【議事日程】 

 第一  議事録署名人の指名 

 第二  報告事項 

  ・都市計画マスタープランの改訂について 
 

 

傍 聴 人 無し 
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第７３回前橋市都市計画審議会 

１ 開会   五十嵐都市計画課長（進行役） 

 ・代理出席者の報告 

   杉﨑委員の代理出席者として、高崎河川国道事務所の渡邊様が出席され、

堀越委員の代理出席者として、前橋警察署の三森様が出席された。 

・定足数の報告 

２０人中１９人の出席により、審議会条例第六条第二項の規定による２

分の１以上の定足数を満たしており、審議会が成立していることを報告し

た。 

 

２ あいさつ 

・紺会長 

 

※会議録の公開 

前橋市情報公開条例等に基づき、会議録をホームページに掲載する旨を

報告した。 

 

３ 議事日程    

第一 議事録署名人の指名 

紺会長により、前橋市都市計画審議会運営規則第九条第二項の規定に基

づき、議事録署名人として吉田委員、関口委員が指名された。 

 

第二 報告事項 
   酒井副主幹から、都市計画マスタープランの改訂について報告があっ 

た。 
【説明】 

(都市計画課 酒井副主幹)                        

都市計画課の酒井と申します。よろしくお願いいたします。都市計画マスタ

ープランの改訂に関しまして報告事項がございます。先程、資料の有無を確認

させていただきました、配布資料のご用意をお願いいたします。この度、前橋

市都市計画マスタープランを改訂するにあたりまして、パブリックコメントの

実施をいたします。本件につきましては、令和７年２月１８日、前々回開催さ

れました「第７１回都市計画審議会」にて、「都市計画マスタープラン改訂ス

ケジュール」をご報告させていただきました。その後には、今年度に入りまし

て、関係各課との調整を経まして文章の校正を行いました。現在は、予定スケ

ジュールに基づき「計画書の素案」を作成し、都市計画審議会への報告をさせ

ていただきます。事前資料として配布させていただきました「前橋市都市計画

マスタープラン改訂版[素案]２０２６」の冊子が「素案のたたき台」として作

成したものになります。改訂する主な内容につきまして、事前にお配りいたし

ました、“変更内容の概要” や“前橋市都市計画マスタープラン改訂に係る

パブリックコメントの実施について” につきまして冊子を用いて概要３点を

ご説明いたします。それでは「前橋市都市計画マスタープラン改訂版[素案]２



０２６」の冊子をご覧ください。また、前方のスクリーンでも同じものをスラ

イドにて映しますので参考にしてください。 

ページ数で言いますと、３ページ目に記載があります「①改訂の趣旨」につ

いてですが、読み合せさせていただきます。前橋市都市計画マスタープランは、

平成１６年の市町村合併に対応した、新市域を含めた新たな都市計画マスター

プランとして、平成２１年３月に策定し、その後、各施策・事業の進捗による

時点修正を行うため、平成２７年３月、令和２年５月に改訂しました。また、

この間には、本市のまちづくりに関する羅針盤「前橋ビジョン【めぶく。】」を

策定し、第七次前橋市総合計画の基本理念に位置付けたことを契機に官民協働

で策定した「前橋市アーバンデザイン」を具現化する“民間主体のまちづく

り”の取り組みが始まり、現在では各所でその動きが加速しております。こう

した流れが形成されているなか、前橋市歴史的風致維持向上計画（歴まち計画）

の認定や前橋市立地適正化計画の改訂、第七次前橋市総合計画の改訂があり、

また、中心市街地の道路空間再編によるウォーカブルなまちづくりの推進な

ど、国や県と連携した取り組みも深化していることから、都市づくりに関わる

施策・事業の進捗による時点修正を行うため、都市計画マスタープランを改訂

することとしました。こちらが改訂の趣旨となります。                 

続きまして、４ページに記載があります「④対象区域及び目標年次」ですが、

令和２年（西暦では２０２０年）の国勢調査から２０年後となる令和２２年（西

暦２０４０年）を目標とした計画としています。また、計画書全般にわたるこ

ととなりますが、現行のマスタープランは、策定時から５年が経過しておりま

すので、社会・経済情勢の変化を考慮し、各種指標や図表などは時点修正を行

っております。 

 続きまして、１４ページをご覧ください。②都市づくりの主要課題 （１）

都市構造に係る主要課題（都市機能配置、土地利用構成等） ①一体の都市と

しての整備、開発及び保全 をご覧ください。改訂前におきましては、富士見

都市計画区域の記載がありましたが、今回の改訂で、前橋勢多都市計画区域に

統合されているため削除いたしました。これを踏まえ、土地利用規制につきま

しては、３つの区域があります。旧前橋市の区域区分（いわゆる線引きです）

こちらを定めている前橋都市計画区域と、旧町村部の区域区分を定めていない

前橋勢多都市計画区域、及び都市計画区域外の３つの土地利用規制を既に運用

しております。 

 スライドをご覧ください。左側が前回の富士見都市計画区域が存在していた

ころの都市計画図になります。右側が現在の都市計画区域のラインとなりま

す。富士見都市計画区域であった部分の北側を取り込み、前橋勢多都市計画区

域となっております。こちらのスライドは１２ページの下段部分のものになり

ますが参考にご案内いたします。こちらが現在の都市計画区域を示した図とな

ります。前橋都市計画区域の赤い斜線部分は市街化区域となっており、茶色い

部分は市街化調整区域となっております。また、グレーの部分は前橋勢多都市

計画区域となっており、赤い斜線部分は用途地域部分を示しております。グレ

ーの部分につきましては、非線引き都市計画区域となっております。一番北側

部分である、赤城山の頂上付近などは、都市計画区域外となっております。 



 続きまして、７０ページをご覧ください。①－１ 中心市街地の内容になり

ます。こちらの中で次のページの７１ページの（２）地域別構想の中で、更に

次のページになります。７２ページをご覧ください。②まちづくりの方針のｂ．

交通体系の整備の方針部分をご覧ください。改訂前につきましては、本町二丁

目交差点（こちらの交差点は前橋駅から中心市街地方面へ来た道路と国道５０

号が交差する部分の交差点、いわゆる五差路になります。）につきまして改良・

整備を促進し、中心商業地とＪＲ前橋駅周辺地区とが一体化した街並みを目指

すことについての記載がありましたが、今回の改訂では、ＪＲ前橋駅から県庁

までの都市計画道路において、群馬県のクリエイティブシティ構想に伴い、ウ

ォーカブルなまちづくりの記載をしております。前回の挿絵はこのようになっ

ておりました。ＪＲ前橋駅周辺地区から中心商業地までの図となっておりま

す。再度確認となりますが、ＪＲ前橋駅周辺地区から県庁までの図となってお

ります。 

 続きまして、１２０ページ及び１２６ページをご覧ください。大胡地区まち

づくり方針図・宮城地区まちづくり方針図になります。スライドでは左側が１

２０ページ、右側が１２６ページを示しております。はじめに１２０ページに

ついてですが、図面の一番右側に位置します、宮城地区との境界部分になりま

すが、樋越地区としまして、工業地の青色に色付けさせていただきました部分

で、上毛電鉄の北側及び県道苗ヶ島・飯土井線の東側に位置する部分と、１２

６ページの図面下部にあります、大前田地区としまして、同じく工業地として

青色に色付けさせていただきました部分で、県道苗ヶ島・飯土井線の東側に位

置する部分及び地区幹線道路（オレンジ色の東西方向の道路）の南側に位置す

る部分につきましては、本市におきまして、工業団地の造成計画があるため、

工業地として青色に色付けさせていただきました。最後に１４２ページをご覧

ください。こちらは来月諮問予定の３か所となります。三俣駅東地区、亀里北

地区、力丸工業団地西地区、用途地域拡大等を予定しており、土地利用規制を

反映しておりますので、併せてご連絡いたします。改訂する概要事項である３

点及び連絡事項は、以上になります。 

 次に、９月に予定しておりますパブリックコメントの概要につきまして、ご

説明いたします。“前橋市都市計画マスタープラン改訂に係るパブリックコメ

ントの実施について”をご覧ください。１の「趣旨・目的」についてですが、

趣旨は、先程説明いたしました都市計画マスタープランと重複する部分がござ

いますので、割愛させていただきます。パブリックコメントの目的についてで

すが、趣旨・目的の最後の２行部分に該当しますが、立案している計画の案を

あらかじめ市民に公表し、その計画に対する意見等を求め、募集した意見・提

言を反映させます。これにより、市民の市政への参画を広げ、行政の透明性を

確保することから、改訂する計画書の素案を公表し、パブリックコメントを実

施いたします。 

 ２の「実施概要」についてですが、実施期間については、９月１６日から１

０月１５日までの１ヶ月間を予定しております。また、パブリックコメント実

施の事前予告としまして、『市ホームページ』には明日から掲載し、『広報まえ

ばし』は９月号に掲載する予定です。公表方法につきましては、先ほど申し上



げました、本市のホームページや広報のほか、市庁舎の都市計画課及び情報公

開コーナー、各支所・市民サービスセンター、にぎわい商業課、図書館にて公

表し、意見を募集いたします。 

次に、３の「スケジュール」についてご説明します。今後のスケジュールは

９月にパブリックコメントを実施した後、取りまとめを行いまして、１１月頃

にパブリックコメントの結果を公表いたします。また、意見を反映した「計画

書の案」を作成し、その後「案」の閲覧及び公聴会を開催いたします。２月頃

には、都市計画審議会の諮問を経て、３月に「計画書」として取りまとめます。

最終的には、来年度に跨いでしまいますが「計画書」を告示・公表したいと考

えております。また、皆様方からの意見・提言や課内での調整などを踏まえま

して、軽微な部分の修正をさせていただきます。報告は以上になります。 

  

【質疑応答】 

(紺会長)                                              

五差路についてお聞きします。都市計画マスタープラン７０ページ、７２ペ

で、五差路の話が出てきていますが、４差路にするということは、五差路の道

から群馬大橋に向かう道はどうなってしまうのでしょうか。それが無くなって

しまうのかどうかよくわかりません。それからもう一つ、群馬県のクリエイテ

ィブシティ構想について書いてありますが、これは群馬県へ任せてしまうとい

うことですか。それとも前橋市が一緒に行うということでしょうか。少し遡っ

てしまいますが、アンダーパスにするという話もあったようですが、それはど

うなりましたか。このあたりの説明をお願いします。 

 

(塩野課長補佐)                                

都市計画課の塩野と申します。よろしくお願いします。質問のありましたク

リエイティブシティ構想に伴う五差路の関係で、まず４差路化という話がでた

のですが、駅から中心商業地までのウォーカブルなまちづくりを目標としたア

クセス向上において、五差路については長年交通渋滞の懸念がありました。昨

年度、群馬県さんがクリエイティブシティの国際コンペを開催しましたが、交

通渋滞の１点だけの処理というよりも国道、県道、市道がありますので、国、

県、市で一体となってよりよいまちづくりの方向を目指そうということになり

ました。その一環として、群馬県さんの方でクリエイティブシティの国際コン

ペが行われました。３月に最優秀提案者が決まりまして、基本コンセプトのよ

うなものはその場で発表があったのですが、今後その最優秀提案者と話し合い

を行っていきます。もちろん地元の方ともワークショップやアンケート等を行

い、意見を聞きながらどのようなまちづくりがいいかということを決めていき

たいと思います。基本設計や、これから実際に工事をやるにあたっては実施設

計という段階に入っていきますので、その時点で、今の案では４差路化という

ような案が出ていますが、それがどのくらいの幅員が必要だとか、公共交通の

レーンをどう配置するのかということが、その中で決まっていきます。そこは

引き続き国、県、市で一体となって検討していきたいと思っております。コン

ペの主体は群馬県さんですが、国道、県道、市道が入りまじっているところで



すので、もちろん市の方も協力していますし、高崎河川国道事務所さんの方に

も協力をお願いしています。どこが単独でやるということではなく、みんなで

一緒になって進めております。 

 

（紺会長） 

 はい。ありがとうございました。他にはいかがでしょうか。 

 

（神田委員） 

 今の話で、桐生方面から来たときには、中央前橋駅への流れのような構想も

あるのですか。 

 

（塩野課長補佐） 

 交通量の解析や、実際に自動運転バスのルート等もまだ確定しておりません

ので、その中で検討していきたいと思っております。 

 

（神田委員） 

 はいわかりました。 

 

（眞庭委員） 

 同じく五差路に関して、６８ページ６９ページですが、こちらの方が本庁地

区ということで、まちづくりの方針やまちづくり方針図が書かれていますが、

その他地域の特性に応じた環境整備の方針というところで、ＪＲ前橋駅から県

庁までを結ぶけやき並木の周辺、敷島公園周辺は、前橋の顔にふさわしい景観

を形成し、利活用促進します。という表現と、その次に言っている中心市街地

地区で行ってるクリエイティブシティはトーンが少し違うと思います。配慮す

ることはわかりますが、それを踏まえてどういうふうにするのかということが

見えてきません。また、本庁地区のまちづくり方針図の中に、先ほどのクリエ

イティブシティ構想での路線等が出てきておらず、全体を見た本庁地区のまち

づくり方針と一部を見た中央市街地のまちづくり方針が合致していないよう

に見えてしまいます。その辺を検討いただければと思いました。 

 

（紺会長） 

 今のはご意見ということでよろしいですか。 

 

（眞庭委員） 

 はい。 

 

（紺会長） 

 他にはいかがでしょうか。 

 

（萩原委員） 

 ７２ページのやはりこの図ですが、クリエイティブシティ構想は県の構想と



いうことでお話いただいたんですけども、それについての説明等は文章として

どこかにあるのでしょうか。 

 

（酒井副主幹） 

 この図のすぐ上の段の「ｂ.交通体系整備の方針」の２段落目のところにな

りますが、また、変則的な交差形状によって、交通渋滞の発生や歩行者、自転

車の円滑な移動の妨げの要因となっている本町二丁目五差路交差点について

は、トランジットモール等の整備を踏まえ、平面交差４差路化改良、及び都市

計画道路群馬大橋線の４車線化拡幅の整備について検討します。という部分

が、その絵に該当したものになります。またさらにその次のページの「ｃ.水

と緑の整備・保全の方針」の１段落目のところになりますが、県都前橋のシン

ボルロードであるＪＲ前橋駅から県庁までのケヤキ並木通りは、ウォーカブル

な道路空間の創出と合わせ、魅力ある緑の空間として保全及び更新を図りま

す。というところが、図を反映したところになります。 

 

（萩原委員） 

 ありがとうございました。 

 

（紺会長） 

 はい。他にはいかがでしょうか。 

 

（石黒委員） 

 すいません。同じく五差路についてですが、国と県と市が一体となってやっ

ていくというご説明でしたが、その中でも市がどういう立ち位置で、どういう

役割分担になっているのかということをふんわりとお答えにはなったんです

が、せっかく少しずつ駅前が良くなるきっかけになると思うので、確かに木は

立派ですけどちょっと寂しい感じですので、市としてもしっかりとこうしてい

きたいという意見を言っていけるように立ち位置がはっきりしていくといい

なと思いました。その三者が関係していること、国も関わっているということ

がわかるような組織図があると、大きなことが動いているというイメージがつ

きやすくて良いと思いました。市で動かそうとしていると期待して読むと分か

りづらく、国や県が関わっているということを目にするとイメージしやすいと

思いました。 

 

（塩野課長補佐） 

 ご意見ありがとうございます。三者で協議等を行っておりますので、その中

で整理させていただきまして、分かりやすい組織図と担当を決めていきたいと

思います。 

 

（小曽根委員） 

 総じてこのパブリックコメントをいただくわけですけど、委員の中で既にこ

れだけの意見が出ているので、クリエイティブシティ構成に関連してはもう少



し丁寧に説明しないといけないと思います。やはり前橋の立ち位置をちゃんと

説明しないと、トランジットモールとはクリエイティブ構想の１つだというこ

と等がわかってきません。もう少し丁寧な説明をしておかないと勿体ないと思

います。 

 

（石黒委員） 

 皆さんに注目されていますからね。 

 

（塩野課長補佐） 

 はい。こちらにつきましては検討させていただきます。 

 

（紺会長） 

 都市計画マスタープランの先にあって、クリエイティブシティ構想というも

のは私も新聞でしか読んだことがなく、急に出てきた話なのでそこへとってつ

けると、市としても、どう位置づけるか悩んでいるのかなと思いました。なか

なかはっきり出せなかったと思うので、やはりそのままでパブリックコメント

をやっても、意見を出しようがないと思います。 

 

（小曽根委員） 

 まだこの構想を決定しているわけではないですが、素案のなかでもクリエイ

ティブシティ構想はもっと丁寧に紹介した方が良いと思います。 

 

（紺会長） 

 他にはいかがでしょうか。新井委員さんはいかがですか。 

 

（新井委員） 

 五差路については、会長がおっしゃっていたように新聞でしか市民の方がわ

からないし、ものすごく注目を浴びている部分だと思うので、それらの説明を

ちゃんとしていただきたいと思います。私は元総社・東地区の議員ですが、前

橋インターの件や景観のことも書いてありますが、私たち都市計画審議会委員

もきちんとした説明をしないといけないなと思いました。質問というよりは、

私個人的には、その地域に対してこのようなマスタープランをきちんと説明し

ていくべきだと私も反省した次第でございます。意見というよりも、自分の思

いでした。 

 

（紺会長） 

 他にはいかがでしょうか。だいたい出揃ったかなと思います。 

 

（塩野課長補佐） 

 ご意見ありがとうございました。ただいま委員の皆様からいただいた意見を

反映させ、修正したものでパブリックコメントを進めさせていただきます。 

 



４ その他 

塩野課長補佐から、次回審議会の日程については既にお知らせしている 

とおり、９月２９日を予定している旨の報告があった。 

 

５ 閉会   五十嵐都市計画課長 

 

 

 


